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上賀茂地域の活性化を目指した住民との協働による
ジュニア上賀茂検定に関する研究
平成 24 年 4 月 3 日受付

































































































































話は一時中断せざるを得なかった。平成 21年 3月に魯山人生誕地石碑除幕式が終わり，平成 21年
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4月に自治連合会は会長をはじめ新しい体制になった5,6）。

















10）平成 21年 9月 4日：上記を受けて，ジュニア上賀茂検定委員会案（顧問，委員，ワーキンググルー
プ）を作成し，自治連合会幹部の H 氏に渡した。








て実施する土曜学習などを想定して，自治連合会の F 氏などが上賀茂小学校の Y 校長に打診した
ところ大変興味を示してくれた。












































18）平成 21年 12月 22日に，第 2回の準備会を
上賀茂消防会館で開いた。自治連合会関係者 9










意見がまとまった。同族会の N 理事長からも賛意の E－メイルが来たことを報告した。小学校を今
年退職された S 先生が地域の学習に大変熱心だったし，児童の学力レベルもわかるので好都合だ
とのことで，自治連合会幹部の H 氏を通じて協力を打診することになった。後日，S 先生からは，
しばらく休ませてほしいとのことで不参加となった。この後，自治連合会を中心とした 5名と著者
を合わせた 6名のほぼ公認となったワーキンググループで種々の前相談をするようになった。
19）平成 22年 1月 14日，上賀茂小学校で，ワーキンググループ 6名と Y 校長と具体的な実施の方
針について協議した。学習過程の都合で 3年生に実施したい，ジュニア上賀茂検定の前に上賀茂の
各地点に回って説明を聞く上賀茂発見ラリーを実施し実際にものを見て勉強する機会を作りたい，
検定は 11月にやりたいなどが Y 校長から提案された。基本的に了承して準備会を開いて協議する
こととなった。
20）平成 22年 1月 28日に，上賀茂消防会館で第 3回の準備会を開いた。自治連合会関係者から 6名，
上賀茂小学校運営協議会から 1名，上賀茂小学校おやじの会から 4名，上賀茂神社の T 氏と著者
の合計 13名であった。Y 校長は，明くる日の授業参観の準備のために欠席であった。おやじの会
から突然参加があり問題はないがいつ承認され誰が声を掛けたのか著者は知らなかった。自治連合



























24）平成 22年 4月 16日に，第 1回の賀茂文化検定委員会を上賀茂小学校ふれあいサロンで開催した。
自治連合会関係者 7名，上賀茂おやじの会から 3名，上賀茂小学校学校運営協議会から 1名，上賀






Y 上賀茂小学校長，著者の 5名で Y 校長以外は全て著者が依頼して了承を得た。委員長には，自


















じたため，Y 校長は多忙なため Yn 教頭を担当にしてその後の打開を計った。












27）平成 22年 6月 17日㈭に上賀茂会館で講演会（勉強会）を開催した。平日の昼間であったにもかか
わらず，関心は高く 50名の予想を超える 80名の参加者があった。委員のみならず地域の意気込み
が感じられた。ただ，有料（500円）の N 家庭園に無料（自治連合会からお礼を出している）で入れる
ことや，日頃は入れない T 家や H 家の個人の庭園に入れることも関心を呼んだことである。この
場でもジュニア上賀茂検定の説明と上賀茂発見ラリーへの協力をお願いした。（写真 2，写真 3）
28）平成 22年 4月から 3年生は地域に実際に週に 2回入り学習して，疑問に思ったことや不思議に
思ったことわからないことなどをメモにした。これを 12地点について 2～4つの質問にまとめたも
























































33）平成 22年 7月 8日の数日前になっても，3年生が各地点を回る順がこないので，H 氏と相談し，
急いで回り方の案を作成して小学校に持って行ってもらったが，後日，3年生の各クラスで自分た
ちで作っていることがわかり，その順で回ることとなった。
34）平成 22年 7月 8日に，上賀茂発見ラリーを実施した。晴天に恵まれ，暑すぎる日であったが，






































図 1 京都新聞（平成 22年 7月 9日）
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4日に Y 校長と会い説明をし，その後，E－メイルで何度ものやり取りをして 11月の検定の一週間
前にようやく問題を完成させた。印刷のための原版は著者が作成し，印刷は小学校がした。






43）平成 22年 11月 22日に，上賀茂小学校でジュニア上賀茂検定が実施された。3年生 90名の内，
8名が満点，平均が 90点という優秀な成績であった。




























































Study on the Junior Quiz at Kamigamo in Partnership with
Inhabitants aimed on Activation at Kamigamo Area
Atsuo KATSUYA
Abstract
It was almost performed without connection with the education of the elementary school and the local
inhabitants conventionally. Time for General learning began, and the learning about the local matter
came to be adopted in the elementary school, too. The Kamigamo area has the history more than 1,300
years, and there are many traditional events and traditional culture. There is few at an opportunity to
know the Kamigamo area for the inhabitants who lived in newly at Kamigamo area and the young
generation who married into Kamigamo area. Furthermore, new young inhabitants have difficult
participation for the traditional event from old times physically and mentally.It is children carrying the
next times that require to know most the area as well as new young inhabitants.It is necessary for
children to know early Kamigamo area. And children must have attachment at Kamigamo area.
Under these background, we carried out the junior Kamigamo quiz for the children of the Kamigamo
third grader. As a result, the junior Kamigamo quiz was favorably reviewed with all to children,
teachers, young mothers of the protector, the local inhabitants who cooperated. They felt that they knew
Kamigamo well. We were able to give young mothers a strong impact about Kamigamo area. We think
that the interest in area of young mothers rose.It was very impressive for me that the local inhabitants
who cooperated were explained positively. The local inhabitants do not know Kamigamo area
unexpectedly, too. It was important that there were many voices that it was studied by inhabitants. The
junior Kamigamo quiz was able to give result more than expected.
It is the first step of the activation of area to attract many people for such effective idea. However,
there is whether the really important thing can find a leader through the events. Or there is whether we
can bring up a leader. This is an important point for the continuation of the event and the activation of
area. It was so this time, it was the most difficult skill to bring up the person including upbringing of the
leader, and I was made again to recognize that it was not possible easily do it.
Keywords : Kamigamo Area, Junior Kamigamo Quiz,Activation of Area, Community Contribution
Movement, Cooperation with Inhabitants
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